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委
員
長　
薄
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好
弘

副
委
員
長　
加
藤　
宏
樹

委　
　
員　
吉
田　
　
伸
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熊
田　
　
宏
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安
井　
敬
博

　

  ″　
　
　
諸
根　
重
男

〈
議
案
第
71
号
〉

　
矢
吹
町
定
住
自
立
圏
の

形
成
に
係
る
議
会
の
議
決

に
関
す
る
条
例

　

本
案
は
、
定
住
自
立
圏

構
想
推
進
要
綱
の
規
定
に

よ
り
、
自
治
体
間
の
連
携

を
安
定
的
に
維
持
し
て
い

く
た
め
の
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
の
締
結
、
変
更
又

は
廃
止
を
求
め
る
通
告
に

つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法

第
96
条
第
２
項
の
規
定
に

基
づ
い
た
議
会
の
議
決
す

べ
き
事
件
と
し
て
定
め
る

も
の
。

　

審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

〈
陳
情
第
７
号
〉

　
国
に
対
し
「
東
日
本
大

震
災
の
被
害
者
に
対
す
る

援
助
の
た
め
の
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の

特
例
に
関
す
る
法
律
」
の

有
効
期
限
を
延
長
す
る
立

法
措
置
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

　
本
件
は
、
国
の
関
係
機

関
に
、
平
成
27
年
３
月
31

日
で
そ
の
効
力
が
失
う
こ

と
と
な
る
た
め
に
有
効
期

限
を
さ
ら
に
延
長
す
る
立

法
措
置
に
つ
い
て
、
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

　

審
査
の
結
果
、
全
委
員

異
議
な
く
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長　
大
木　
義
正

副
委
員
長　
佐
藤　
幸
市

委　
　
員　
竹
元　
孝
夫

　

  ″　
　
　
藤
井　
精
七　

　

  ″　
　
　
鈴
木　
一
夫

〈
議
案
第
70
号
〉

　
矢
吹
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
本
案
は
、
産
科
医
療
補

償
制
度
に
基
づ
く
補
償
掛

金
の
引
き
下
げ
に
伴
い
、

本
条
例
が
定
め
る
出
産
育

児
一
時
金
を
改
正
す
る
も

の
で
、
産
科
医
療
補
償
制

度
掛
金
を
含
む
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
総
額
に
つ

い
て
は
現
行
の
と
お
り
と

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
。

〈
議
案
第
74
号
〉

　
矢
吹
町
健
康
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
本
案
は
、
既
定
の
健
康

セ
ン
タ
ー
施
設
の
運
営
に

係
る
指
定
管
理
業
務
の
指

定
期
間
が
当
該
年
度
で
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

制
度
の
継
続
と
公
募
手
続

き
に
よ
り
、
新
た
に
選
定

し
た
指
定
管
理
者
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
。

〈
議
案
第
75
号
〉

　
矢
吹
町
ふ
れ
あ
い
農
園

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　
本
案
も
、
既
定
の
健
康

セ
ン
タ
ー
に
併
設
す
る
ふ

れ
あ
い
農
園
施
設
の
運
営

に
係
る
指
定
管
理
業
務
の

指
定
期
間
が
当
該
年
度
で

満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
制
度
の
継
続
と
非
公
募

手
続
き
に
よ
り
、
新
た
に

選
定
し
た
指
定
管
理
者
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

〈
議
案
第
76
号
〉

　
矢
吹
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
既
定
の
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
の
運

営
に
係
る
指
定
管
理
業
務

の
指
定
期
間
が
当
該
年
度

で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
制
度
の
継
続
と
非
公

募
手
続
き
に
よ
り
、
新
た

に
選
定
し
た
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

　

議
案
第
70
、
74
、
75
、

76
号
の
審
査
結
果
は
、
全

委
員
異
議
な
く
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

Ｑ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
車
椅
子

席
は
あ
る
の
か
。

Ａ
左
側
入
口
付
近
に
車
椅
子

と
付
添
者
２
組
有
り

Ｑ
矢
吹
球
場
の
漏
水
工
事
は

何
処
か
。

Ａ
３
塁
側
ト
イ
レ
付
近

保
健
福
祉
課

Ｑ
歳
入
の
医
療
給
付
費
の
減

額
は
何
か
。

Ａ
63
世
帯
減
少
し
た
た
め

Ｑ
介
護
保
険
料
の
改
定
は
あ

る
の
か
。

Ａ
３
つ
の
改
定
が
あ
る
。

賛
　
否

第
三
八
三
回
議
会

（
10
月
）
臨
時
会

報
告　
　
２
件

議
案　
　
２
件

第
三
八
四
回
議
会

(

12
月)

定
例
会

報
告　
　
１
件

承
認　
　
１
件

議
案　
　
25
件

発
議　
　
２
件

委
員
長　
鈴
木　
隆
司

副
委
員
長　
青
山　
英
樹

委　
　
員　
角
田　
英
明　

　

  ″　
　
　
柏
村　
　
栄　
　

　

  ″　
　
　
栗
崎
千
代
松

　
本
定
例
会
に
お
い
て
は
、

付
託
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

主
な
質
疑
内
容

上
下
水
道
課

Ｑ
水
道
法
に
規
定
す
る
水
源

地
の
場
所
は
。

Ａ
90
パ
ー
セ
ン
ト
が
堀
川
ダ

ム
、
そ
し
て
、
田
内
地
内
の

西
武
第
１
、
第
２
水
源
と
赤

沢
地
内
の
赤
沢
第
３
水
源
地
。

提
出
議
案
は
臨
時
会
、
定

例
会
と
も
に
全
議
員
了
承
、

承
認
、
可
決
で
し
た
の
で

賛
否
表
は
割
愛
い
た
し
ま

す
。


